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　数年前から年１、２回は必ず定例会一般質問の傍聴
へ参加し、行政に対しての関心を深めてきた。桐生市
も先行きの見えない経済、高い失業率、税金問題など
家庭生活に暗い影を落とす出来事が続いている。�
　そこで、平成１４年１２月１９日午前１０時、議員
の活動や、市政執行状況見解を知るため、議事堂へ足
を運んだ。午前中、３議員の１３項目の質問に対して、
市長、担当部長の答弁があったが、双方とも綿密に調
査し資料を整えての質疑応答だったので判り易かった。
また、お互いに自然体で進行する態度に好感を持った。
特に私が関心を持って聞いていたのは、競艇事業と合
併問題であった。二つとも今後の桐生市発展に関する
重大な問題事項である。議員と市長は、膝を交え時間
をかけて会議をし、出前講座も実施して、住民が納得
する行政をお願いしたいと痛感した。桐生市の基本理
念である「元気」「安心」「心豊か」も一層推し進め
て頂きたいものである。�
　終わりに、一人でも多く市議会傍聴へ参加すること
を切に希望する者です。�
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　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部（要旨）を掲載
しています。詳しくは、図書館で会議録をご覧ください。平
成14年第４回定例会の会議録は、３月上旬からご覧になれま
す。また、桐生市のホームページでも、ご覧いただけます。�

月 日（火）です。�
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ま
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「乳幼児医療費の無料化を国としておこなうこ�
とを求める」意見書提出の請願�

　この定例会では、請願１４件の審議を行い、�
次のとおり閉会中の継続審査としました。�

◎閉会中の継続審査となった請願�

４０号�

３７号�

４１号�

４２号�

４３号�

４４号�

４５号�

国民への大増税反対の意見書採択を求め�
る請願�

暫定セーフガード発動三品目の即時本発�
動と他品目のセーフガード発動を求める�
請願�

中小企業に対する大増税反対の意見書採�
択を求める請願�

パート労働者及び有期契約労働者の適正�
な労働条件の整備及び均等待遇を求める�
意見書採択請願�

ＩＬＯ第１７５号条約及びＩＬＯ第１１１号�
条約の早期批准を求める意見書採択請願�

一般林政予算の拡充に関する意見書の提�
出を求める請願�

利根下流流域の林業活性化と大間々事務�
所存続の意見書提出を求める請願�

３０号�

３３号�

３４号�

３５号�

４６号�

４７号�

４８号�基礎年金の国庫負担割合３分の１から２分の１�
へと早急に引き上げを求める意見書採択請願�

群馬大学教育学部の存置に関する意見書の採択�
を求める請願�

物価スライドの凍結解除による年金の減額をは�
じめ、年金制度の改悪に反対し、最低保障年金�
制度の創設を求める請願�

「３０人学級の具体化をすすめ、公立高等学校�
の学級削減・統廃合をやめ、地域の高校として�
の存続と充実をはかることを求める」意見書採�
択についての請願�

「公立高等学校教職員の正規定数確保と新採用�
者の拡大を求める」意見書採択についての請願�

介護保険の保険料・利用料の減免と特別養護老�
人ホーム待機者をなくすことを求める請願�
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